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告会で発表した。また、語学試験（英語及びドイツ語）には、平成１ ７ 年６月１ ４日
に合格した。 
学位論文の主論文として、「Retentive strength of metal copings on prefabricated abutments 
with five different cements」（Clinical Implant Dentistry and Related Research）を歯学研究科
長に提出し、歯学研究科に博士（歯学）の学位を申請した。歯学研究科委員会は、こ














 メタルブロックに垂直に植立されたリ プレースセレクト インプラント （ノーベルバ





Ｏ、テンポラリ ーパック、ＧＣ）、リ ン酸亜鉛セメント（ＺＰ、エリ ート セメント １ ０
０、ＧＣ）、グラスアイオノマーセメント （ＧＩ 、フジ１ 、ＧＣ）、レジン強化型グラ
スアイオノマーセメント（ＲＧ、フジリ ューティ ングＳ 、ＧＣ）、接着性レジンセメン
ト （ＣＲ、パナビアＦ 2.0、クラレ）の５種類である。各セメント を満した上部構造は
１ ００N で１ ０分間アバット メント に固定装着され、１ 時間室温放置した後、37℃水
中に２４時間浸漬し、島津製作所製万能試験器 AGS-10KNG を用いクロスヘッドスピ
ード０ .５  mm／min にて引っ張り試験を行った。各セメント の維持力は、一元分散分
析とポスト ホックテスト により有意差の検定を行った。 
［結果］ 
 セメント の維持力（Ｎ）は統計学的に、維持力の弱いＺＯ（５６±１ ２）、中等度の
維持力を示したＺＰ（１ ５８±７ ９）、ＧＩ （１ ３２±２９）、そして有意に高い維持力
を示したＲＧ（４７ ７ ±５２）、ＣＲ（４７ ８±５０）の３つのグループに分けられた。
［考察］ 
 接着試験において有意に高い接着性を示すと報告されているＣＲの維持力はＲＧと




Ｉ の維持力に大きく 影響したものと考えられる。 
本研究結果のインプラント アバット メント における各セメント の維持力は、これま
でに報告されている天然支台歯によるものと異なる傾向を示した。臨床においてイン
プラント の上部構造は、永久固定を望まれる場合と、術者可撤性すなわちリ ト リ ーバ
ビリ ティ ーを求められる場合があるが、今回の実験結果はそのセメント 選択基準に有
用な示唆を与えるものである。 
 
 上記審査委員会は本論文が、インプラント 臨床において有益な指針となり、今後の
歯学の進歩に貢献するものと評価し、博士（歯学）の学位論文に値するものと認めた。
 
